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【手続補正書】
【提出日】平成31年3月25日(2019.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信デバイスを収容するための手段と、
　アンテナ素子を支持するための手段であって、前記収容するための手段の内側表面に隣
接して配置された、支持するための手段と、
　前記収容するための手段内に形成されたキャビティであって、前記アンテナ素子がワイ
ヤレス通信デバイスの動作中に前記キャビティを通して無線周波数通信信号を受信および
送信するように、前記アンテナ素子と位置合わせされた、キャビティと
を備え、
　前記キャビティの壁が、前記アンテナ素子に向かって傾斜するようにテーパを付けられ
る、ワイヤレス通信デバイス。
【請求項２】
　前記ワイヤレス通信デバイスを収容するための手段が外部筐体を含み、
　前記アンテナ素子を収容するための手段が、基板を含む、請求項１に記載のワイヤレス
通信デバイス。
【請求項３】
　前記外部筐体が、金属材料を含む、請求項２に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項４】
　前記外部筐体が、プラスチック材料を含み、
　前記少なくとも１つのキャビティの壁に配置された金属材料
をさらに含む、請求項２に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項５】
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　前記キャビティが、長方形断面を有し、前記アンテナ素子に向かって傾斜するようにテ
ーパを付けられた第１のペアの対向する壁を画定する、請求項１に記載のワイヤレス通信
デバイス。
【請求項６】
　前記キャビティが、前記アンテナ素子に向かって傾斜するようにテーパを付けられた第
２のペアの対向する壁を画定する、請求項５に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項７】
　前記キャビティを充填する誘電材料
をさらに備える、請求項１に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項８】
　前記誘電材料が、プラスチック材料を含む、請求項７に記載のワイヤレス通信デバイス
。
【請求項９】
　前記基板に形成され、前記アンテナ素子および前記キャビティと位置合わせされた補助
キャビティ
をさらに備える、請求項２に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項１０】
　前記アンテナ素子が、アンテナアレイの複数のアンテナ素子を含み、
　前記キャビティが、対応する複数のキャビティを含み、前記複数のキャビティの各々が
前記複数のアンテナ素子のうちの１つと位置合わせされる、
請求項１に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項１１】
　前記外部筐体が、第１の部分と、第２の部分とを含み、前記キャビティが前記外部筐体
の前記第１の部分に形成される、請求項２に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項１２】
　前記外部筐体の外面の材料の層であって、前記外部筐体内に形成された前記キャビティ
を覆っている、材料の層
をさらに備える、請求項２に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項１３】
　前記アンテナ素子が、ミリメートル波長アンテナ素子を含む、請求項１に記載のワイヤ
レス通信デバイス。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信デバイスを製作する方法であって、
　前記ワイヤレス通信デバイスのための外部筐体を設けるステップと、
　前記外部筐体内にキャビティを形成するステップと、
　アンテナ素子を支持する基板を前記外部筐体に組み立てるステップであって、前記基板
が前記外部筐体の内側表面に隣接して配置され、前記アンテナ素子が前記ワイヤレス通信
デバイスの動作中に前記キャビティを通して無線周波数通信信号を受信および送信するよ
うに前記アンテナ素子が前記キャビティと位置合わせされる、ステップと
を含む、方法。
【請求項１５】
　前記外部筐体を設けるステップが、第１の部分および第２の部分を設けるステップを含
み、
　前記外部筐体に前記キャビティを形成するステップが、前記第１の部分に前記キャビテ
ィを形成するステップを含み、
　前記外部筐体に前記基板を組み立てるステップが、前記第１の部分に前記基板を組み立
てるステップを含み、
　前記外部筐体を形成するために前記第１の部分および前記第２の部分を合わせて組み立
てるステップ
をさらに含む、請求項１４に記載の方法。
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